
公 約 3
自
然
と
の
つ
な
が
り
を
見
つ

め
直
す
環
境
保
全
の
強
化

基
本
方
針
❼

公 約 1

公 約 5

公 約 8

公 約 2

公 約 3公 約 4公 約 4 公 約 2

公 約 2 公 約 2

公 約 2 公 約 2
次
代
へ
の
つ
な
が
り
を
意
識

し
た
自
治
体
経
営
の
推
進

基
本
方
針
❾

子
育
て
短
期
支
援
事
業

（
72
万
円
・
子
ど
も
課
）

一
定
の
事
由
に
よ
り
児
童
の
養

育
が
一
時
的
に
困
難
と
な
っ
た

場
合
に
、児
童
を
児
童
養
護
施

設
な
ど
で
預
か
り
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
検
討

事
業

（
52
万
円
・
子
ど
も
課
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
に
関
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
を

把
握
す
る
と
と
も
に
、運
営
形

態
な
ど
を
検
討
し
、フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
の
導

入
に
向
け
て
準
備
を
行
い
ま
す
。

保
育
支
援
事
業

（
2
1
0
万
円
・
子
ど
も
課
）

保
育
士
不
足
に
よ
る
待
機
児

童
の
解
消
と
、保
育
士
の
就
業

支
援
を
図
る
た
め
、無
料
職
業

紹
介
事
業
を
始
め
ま
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
等
修
学
支
援

事
業

（
75
万
円
・
子
ど
も
課
）

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
・
子
が
、

高
卒
認
定
試
験
合
格
の
た
め

の
講
座
を
受
講
し
、こ
れ
を
修

了
し
た
時
な
ど
に
受
講
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。ま
た
、

大
学
に
進
学
す
る
際
の
入
学

支
度
金
を
支
給
し
ま
す
。

自
主
運
行
バ
ス
事
業

（
6
5
2
万
円
・
地
域
振
興
課
）

福
吉
・
一
貴
山
校
区
の
継
続
運

行
や
新
規
地
域
で
の
導
入
、自

主
運
行
バ
ス
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

運
転
手
の
育
成
を
行
い
ま
す
。

前
原
北
部
ま
ち
づ
く
り
推
進

事
業

（
9
3
9
万
円
・
地
域
振
興
課
）

九
州
大
学
学
術
研
究
都
市
に

ふ
さ
わ
し
い
九
大
関
係
者
の
居

住
、関
連
施
設
の
設
置
、キ
ャ
ン

パ
ス
ま
で
の
交
通
ア
ク
セ
ス
を

検
討
す
る
た
め
、ま
ち
づ
く
り

と
一
体
と
な
っ
た
公
共
交
通
の

可
能
性
調
査
を
行
い
ま
す
。

雇
用
機
会
創
出
・
企
業
情
報

発
信
事
業

（
3
4
3
万
円
・
商
工
観
光
課
）

市
内
就
業
者
数
の
増
加
を
図
る

た
め
、企
業
か
ら
の
雇
用
相
談

の
他
、企
業
情
報
や
求
人
情
報

の
発
信
、企
業
と
求
職
者
の
マ
ッ

チ
ン
グ
の
機
会
を
創
出
し
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

発
行
事
業

（
3
0
0
万
円
・
商
工
観
光
課
）

事
業
者
の
販
売
活
動
の
促
進

に
よ
る
売
り
上
げ
の
向
上
を

図
る
た
め
、糸
島
市
商
工
会
が

発
行
す
る
商
品
券
の
プ
レ
ミ
ア

ム
分（
10
%
）の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

食
品
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー

事
業

（
97
万
円
・
商
工
観
光
課
）

糸
島
の
農
林
水
産
物
を
活
用

し
た
新
商
品
の
開
発
、販
路
拡

大
な
ど
、地
域
産
業
の
活
性
化

を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
協

議
会
の
運
営
を
支
援
し
ま
す
。

D
M
O
設
立
支
援
事
業

（
1
8
0
0
万
円
・
商
工
観
光
課
）

多
様
な
関
係
者
が
連
携
し
、地

域
資
源
を
生
か
し
た
観
光
地

づ
く
り
に
取
り
組
む
糸
島
版

D
M
O（
※
）の
設
立
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、組
織
の
運
営

財
源
と
な
る
収
益
性
の
高
い

事
業
を
確
立
し
、関
係
者
な
ど

の
し
ご
と
づ
く
り
や
所
得
の

向
上
を
目
指
し
ま
す
。

移
住
促
進
・
豊
か
さ
実
感

バ
ス
ツ
ア
ー
事
業

（
1
7
1
万
円
・
地
域
振
興
課
）

本
市
へ
の
移
住
促
進
を
図
る

た
め
、市
内
の
主
な
観
光
地
、

産
直
市
場
、住
宅
団
地
な
ど

を
巡
り
、先
輩
移
住
者
と
意

見
交
換
な
ど
を
行
う
バ
ス
ツ

ア
ー
を
実
施
し
ま
す
。

U
I
J
タ
ー
ン「
職
・
住
・

余
暇
」相
談
会
事
業

（
2
1
3
万
円
・
地
域
振
興
課
）

東
京
で
市
内
企
業
な
ど
に
よ

る「
就
職
相
談
」や
、先
輩
移

住
者
に
よ
る「
糸
島
ラ
イ
フ
の

説
明
」な
ど
の
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。ま
た
、首
都
圏
で
開

催
さ
れ
る「
移
住
・
定
住
フ
ェ

ア
」に
参
加
し
、本
市
を
P
R

し
ま
す
。

女
性
が
輝
く
ミ
ラ
イ
事
業

（
1
6
9
万
円
・
人
権
・
男
女  

  

共
同
参
画
推
進
課
）

こ
れ
か
ら
の
糸
島
を
担
う
若

年
者
に
対
し
、男
女
共
同
参
画

の
推
進
に
必
要
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
視
点
を
啓
発
し
、社
会
人
と

し
て
自
立
し「
生
き
る
力
」の

育
成
を
図
り
ま
す
。

ヤ
ン
グ
シ
ニ
ア
生
き
い
き
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト 

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
事
業

（
7
0
0
万
円
・
介
護
・
高
齢

者
支
援
課
）

ヤ
ン
グ
シ
ニ
ア
層（
お
お
む
ね

60
歳
か
ら
70
歳
代
前
半
）の
健

康
づ
く
り
・
生
き
が
い
づ
く
り

の
気
運
を
高
め
る
た
め
、広

報
・
宣
伝
活
動
を
行
い
ま
す
。

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
基
本
に
、

そ
し
て
、未
来
に
つ
な
が
る

教
育
の
推
進

基
本
方
針
10

平成2 9年度主な事業

健
康
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
研
究

開
発
事
業

（
1
0
0
0
万
円
・
介
護
・
高

齢
者
支
援
課
）

九
州
大
学
ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
L
A
B
O
糸
島
に
お
い
て
、

市
民
を
対
象
と
し
た
調
査
を

基
に
フ
レ
イ
ル（
高
齢
で
筋
力
・

活
力
が
衰
え
た
状
態
）予
防
な

ど
の
健
康
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

研
究
開
発
を
行
い
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

設
備
導
入
促
進
事
業

（
3
6
0
万
円
・
生
活
環
境
課
）

市
の
公
共
施
設
に
太
陽
光
発

電
設
備
な
ど
を
設
置
す
る
た

め
、発
電
設
備
等
設
置
基
礎
調

査
を
行
い
ま
す
。

J
R
荻
浦
踏
切
歩
道
設
置

事
業

（
1
1
0
0
万
円
・
建
設
課
）

小
中
学
校
通
学
者
な
ど
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
、J
R

荻
浦
踏
切
に
歩
道
を
新
設
し

ま
す
。

胸
骨
圧
迫
訓
練
評
価
シ
ス

テ
ム
導
入
事
業

（
52
万
円
・
消
防
総
務
課
）

市
民
の
応
急
手
当
て
の
質
の

向
上
を
図
る
た
め
、救
命
講
習

な
ど
で
胸
骨
圧
迫
訓
練
評
価

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
推
進
事
業

（
1
億
7
5
5
3
万
円
・
地
域

振
興
課
）

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
制
度
を

活
用
し
て
全
国
か
ら
寄
附
を
募

り
、市
が
指
定
す
る
事
業
の
財

源
に
充
て
る
と
と
も
に
、地
元

特
産
品
の
P
R
を
行
い
市
内
産

業
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

運
動
能
力
向
上
事
業

（
50
万
円
・
学
校
教
育
課
）

外
部
指
導
者
な
ど
を
活
用
し
、

体
育
の
授
業
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、部
活
動
の
指
導
補

助
を
行
い
運
動
能
力
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

普
通
教
室
空
調
設
備
整
備

事
業

（
8
億
1
9
7
1
万
円〈
平
成
28

年
度
繰
越
事
業
〉・
教
育
総
務
課
）

学
習
環
境
の
向
上
や
熱
中
症

な
ど
の
対
策
の
た
め
、全
小
中

学
校
の
普
通
教
室
に
エ
ア
コ
ン

を
設
置
し
ま
す
。

小
中
学
校
防
災
機
能
強
化

事
業

（
6
9
8
8
万
円〈
平
成
28
年
度

一
部
繰
越
事
業
含
む
〉・
教
育
総

務
課
）

防
災
機
能
の
強
化
の
た
め
、波

多
江
小
学
校
校
舎
の
外
壁
改

修
や
小
中
学
校
屋
内
運
動
場
、

武
道
場
の
照
明
器
具
な
ど
の

点
検
お
よ
び
耐
震
化
工
事
を

行
い
ま
す
。

小
中
学
校
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

事
業

（
1
1
7
0
万
円
・

　
　
　
　
　教
育
総
務
課
）

安
全
安
心
な
教
育
環
境
を
確

保
す
る
た
め
、小
中
学
校
に
防

犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
す
。

加
布
里
小
学
校
大
規
模
改

造
事
業

（
2
8
1
9
万
円
・

　
　
　
　
　教
育
総
務
課
）

安
全
安
心
な
教
育
環
境
を
確

保
す
る
た
め
、老
朽
化
し
た
加

布
里
小
学
校
校
舎
の
改
修
を

行
い
ま
す
。

桜
野
小
学
校
屋
内
運
動
場

改
修
事
業

（
83
万
円
・
教
育
総
務
課
）

桜
野
小
学
校
屋
内
運
動
場
の

屋
根
や
外
壁
の
改
修
に
向
け

た
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

多
目
的
ル
ー
ム
文
化
振
興

イ
ベ
ン
ト
開
催
事
業

（
97
万
円
・
文
化
課
）

伊
都
文
化
会
館
多
目
的
ル
ー

ム
で
、コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

ま
す
。

野
球
場
改
修
整
備
事
業

（
1
0
0
4
万
円
・

　
　
　
　
　生
涯
学
習
課
）

施
設
の
安
全
性
を
高
め
、利
用

者
の
増
加
を
目
的
に
、曽
根
野

球
場
の
防
球
ネ
ッ
ト
設
置
工

事
を
行
い
ま
す
。

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
改
修
整
備

事
業

（
1
6
6
3
万
円
・

　
　
　
　
　生
涯
学
習
課
）

施
設
の
安
全
性
を
高
め
る
た

め
、深
江
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ

ザ
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
改
修
を
行

い
ま
す
。

公 約 4
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た

安
全
・
安
心
の
生
活
基
盤
の
整
備

基
本
方
針
❽

　
市
で
は
、今
後
、本
格
的
に
到
来
す

る
公
共
施
設
等
の
老
朽
化
問
題
に
対

応
す
る
た
め
、「
糸
島
市
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　
本
計
画
で
は
次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
負
担
軽
減
を
考
慮
し
な
が
ら
、

将
来
に
わ
た
っ
て
必
要
な
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
続
け
る
た
め
、平
成

72
年
度
ま
で
の
44
年
間
に
つ
い
て
、

長
期
的
な
視
点
で
市
の
方
針
を
定
め

て
い
ま
す
。

　
市
内
の
学
校
や
公
民
館
、文
化
施

設
な
ど
の
公
共
建
築
物
は
2
6
5

（
約
29
万
㎡
）。そ
の
多
く
は
昭
和
50

年
代
か
ら
建
築
さ
れ
た
も
の
で
、今

後
一
斉
に
老
朽
化
の
進
行
が
見
込
ま

れ
ま
す
。

　
一
方
、市
の
総
人
口
は
長
期
的
に

は
減
少
し
、少
子
高
齢
化
が
進
む
こ

と
で
、施
設
の
利
用
状
況
が
変
化
し

て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。ま

た
、財
政
面
で
は
、市
税
や
交
付
税
な

ど
の
減
少
、社
会
保
障
費
の
増
加
に

よ
り
、施
設
を
保
有
す
る
た
め
の
経

費
確
保
が
厳
し
く
な
っ
て
い
く
見
込

み
で
す
。

　
計
画
策
定
に
当
た
っ
て「
現
在
保

有
す
る
公
共
建
築
物
を
今
後
も
持
ち

続
け
る
と
、年
間
い
く
ら
必
要
か
」を

推
計
し
ま
し
た
。老
朽
化
な
ど
に
対

応
す
る
た
め
、維
持
費
は
現
在
の
約

36
億
円
か
ら
約
48
億
円
に
増
大
。こ

の
ま
ま
で
は
現
在
の
75
％
し
か
維
持

で
き
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
本
計
画
で
は
、公
共
建
築
物
の
総

延
べ
床
面
積
を
44
年
後
に
向
け
て
、

複
合
化
や
統
廃
合
な
ど
で
、お
よ
そ

25
%
削
減
し
て
い
く
こ
と
を
目
標
に

し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、費
用
推
計
と

将
来
人
口
の
展
望
な
ど
を
併
せ
て
検

討
し
た
も
の
で
、施
設
の
総
量
を
減
ら

し
て
い
く
こ
と
で
、本
当
に
必
要
な

施
設
を
適
切
に
維
持
す
る
た
め
の
費

用
を
確
保
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　
単
に
施
設
を
減
ら
す
の
で
は
な
く
、

ま
ち
の
将
来
像
を
考
え
な
が
ら
、地

域
性
や
住
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て
、

施
設
の
組
み
合
わ
せ（
複
合
化
な
ど
）

に
よ
り
賢
く
利
用
す
る
こ
と
で
、公

共
施
設
の
総
量
を
縮
減
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。今
後
は
市
民
協
働

に
よ
り
、情
報
共
有
と
実
行
計
画
の

作
成
を
進
め
て
い
き
ま
す
。今
年
度

か
ら
出
前
講
座
も
実
施
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、こ
の
計
画
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、市
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

糸島市財政課　☎（332）2102問い合わせ 公式HPより 総合管理計画 検 索

公
共
施
設
等
の
老
朽
化
問
題
に

対
応
す
る
た
め
、計
画
策
定

老
朽
化
が
進
む
一
方
で

加
速
す
る
少
子
高
齢
化

今
後
、維
持
費
用
が
増
大

年
間
約
48
億
円
に

「
44
年
間
で
公
共
建
築
物
の

総
面
積
を
25
%
削
減
」の
目
標

高齢者施設

施設の複合により地域の元気が集まる
拠点施設形成のイメージ小中学校

児童福祉施設

地域の拠点施設

公民館など集会施設

あちこち行かずに済むし、使
い勝手も良くなって、子ども
からお年寄りまで集まる、活
気のある施設になったね！

将来の負担を少なくしながら、
地域のみんなに必要な役割は、
大事に残して使っていこう!!

◎基本理念
豊かな糸島生活を次世代に継承するための
公共施設マネジメント
～未来の糸島へ向けた質・量・コストの最適化～

◎取組方針
①魅力向上・安全確保：質の確保
②コンパクト化：量の削減
③効率運営：コストの削減

▶今後44年間で総延べ床面積を約25％削
減し、将来コストを削減
▶まちづくりの拠点として、適正な保全による
魅力的で安全な整備運営
▶持続可能なまちづくりに向けて、機能集約
化と有効活用により施設総量の抑制
▶維持管理業務の効率化、財政負担の平準化

▶適正な管理で安全確保
▶利用状況を勘案した計画的な整備
▶効率的な維持管理、修繕、更新、長寿命化

『糸島市公共施
設等総合管理計画』を策定

～糸島市公共施設等総合管理計画～

～公共建築物の取り組み概要～

～インフラ施設の取り組み概要～

昨年11月に開所した
瑞梅寺小水力発電所

国道202号に隣接するJR荻浦踏切
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